
国民体育大会 第２８回東海ブロック大会
兼第６２回国民体育大会当会地区予選会

【バスケットボール競技】
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会場：三重県営総合競技場体育館

＜成年男子＞ 岐 阜

１８－２５
１３－１９

６７ １７－２４ ８５
１９－１７

１９日

１８日
２３－１７ ２３－２１
１８－２２ １４－１１

８８ ２４－１９ ７５ ８０ ２４－ ６ ６３
２３－１７ １９－２５

愛 知 三 重 岐 阜 静 岡

＜成年女子＞ 愛 知

１３－２０
１７－２５

６５ １４－２２ ８６
２１－１９

１９日

１８日
１９－１７ ２５－１３
１６－２４ １６－１４

８０ ２５－２２ ８３ ７４ １９－１８ ６０
２０－２０ １４－１５

三 重 岐 阜 愛 知 静 岡

＜少年女子＞ 愛 知

１８－１８
２２－１２

８３ ２５－２２ ６５
１８－１３

１９日

１８日
２０－ ９ １１－２５
２０－１１ １２－３３

７３ ２０－ ８ ４４ ４９ １０－１４ ９５
１３－１６ １６－２３

愛 知 静 岡 三 重 岐 阜



国民体育大会 第２８回東海ブロック大会
兼第６２回国民体育大会当会地区予選会

【バスケットボール競技】
平成１９年８月１８日（土）・１９日（日）

会場：三重県営総合競技場体育館

少 年 女 子
＜審 判＞

２０－ ９ 松野瑞穂・生川貴一
愛 知 ２０－１１ 静 岡

７３ ２０－ ８ ４４
１３－１６

両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスで開始。愛知はインサイドにボールを集めて
得点を重ねる。それに対し静岡は愛知の高さに苦しめられシュートになかなかつなげることができず、
第１ピリオドは２０－９と愛知リードで終わる。第２ピリオド、静岡はディフェンスをオールコート
マンツーマンプレスに変え一時は２２－１６と詰め寄る。愛知もリバウンドからの速い攻めで得点を
重ねる。静岡も粘り強いディフェンスで反撃を試みるが、愛知のインサイドプレイを止めることがで
きず、４０－１８と愛知のリードで前半を終了。
第３ピリオド静岡はドライブからの攻めでシュートにいくが決まらず得点が伸びない。逆に愛知は

静岡の粘りあるディフェンスにひるむことなく確実に得点を重ねリードを広げる。第４ピリオドに入
っても愛知の勢いは止まらず静岡を苦しめる。静岡も最後までオールコートマンツーマンでプレッシ
ャーをかけるが力尽きる。愛知の高さが静岡を圧倒し、７３－９４で勝利した。（田中ナナ子）

＜審 判＞
１１－２５ 鈴木弘美・青木俊博

三 重 １２－３３ 岐 阜
４９ １０－１４ ９５

１０－２３

両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスで始まる。三重は⑤中川のドライブ岐阜は④
伊藤・⑤水谷のドライブで互いに得点を重ねる。両チームともインサイドの攻防は互角。一進一退で
ゲームは進むが残り１分を切ったところで三重が３本連続でパスミスを犯す。そこを確実に得点した
岐阜が１１－２５とリードし終了。第２ピリオド、出だし岐阜が④伊藤の３点シュートが２本決まり
点差が広がる。三重も⑦藤口の３点シュートで応戦するが、なかなかリズムに乗れない。４分、６分
とタイムアウトを取って流れを変えようとするが岐阜がそのまま波に乗り、第１ピリオドは⑩藤口・
⑪薗田に抑えられていた岐阜⑦汪がインサイドで確実にシュートを決め、２３－５８と岐阜の大量リ
ードで前半を終わる。
第３ピリオド、三重は３－２ゾーンでインサイドを守るが、岐阜は④伊藤・⑤水谷の速いパス回し

やドライブで確実に得点を重ねる。三重も果敢に攻めるが、岐阜の守りの前に得点を伸ばすことがで
きない。岐阜はスタートメンバーを下げる余裕を見せ３３－７２とリードを広げて終了。第４ピリオ
ドも終始岐阜のペースは変わらず、一方的な展開となる。結局、第１ピリオド終了からの勢いをその
ままつなげることのできた岐阜が４９－９５で三重に勝利した。（大森理子）

代表決定戦
＜審 判＞

１８－１８ 山内俊幸・山本 登
愛 知 ２２－１２ 岐 阜

８３ ２５－２２ ６５
１８－１３

インターハイの決勝と同じチームを母体とした両県の対戦ということもあり、注目の一戦は最終的
には点差が開いたものの見所のある好ゲームであった。第 1ピリオド、愛知が⑥高田のール下でのシ
ュート、岐阜が④伊藤のドライブ、⑤水谷の３点シュートなど双方持ち味を生かした多彩な攻撃で一
歩も譲らず、１８－１８の同点で終了する。第２ピリオド、岐阜⑤水谷がチャージングを受けた際に
負傷し一時退場する。PG がいなくなった岐阜に対し愛知は徹底したインサイドバスケットを展開。
⑥高田・⑦木林が次々とゴール下での得点を重ねる。３１－２３と８点差がついたところで岐阜はた
まらずタイムアウトをとる。タイムアウト後岐阜⑤水谷が復帰、岐阜に落ち着いたゲーム展開が見ら
れるようになる。⑥茅谷の３点シュートも決まるが、前半は４０－３０と愛知のリードで折り返す。
第３ピリオドになると、愛知⑮渡嘉敷が攻守にわたる活躍をみせる。ゴール下のシュートだけでな

く速攻にも積極的に参加し、連続得点をあげる。守っても長い手足を活かし、岐阜④伊藤のドライブ
シュートををことごとくブロック。一気に点差が広がる。第４ピリオドに入っても愛知が⑮渡嘉敷・
⑪小泉・⑥高田の３人が着実に加点。岐阜もディフェンスを前から仕掛け④伊藤が一人頑張るが、愛
知は落ち着いて攻め点差は２０点に広がる。結局８３－６５で愛知が勝利し、本国体への出場を決め
た。（矢島ちよ子）



成 年 女 子
＜審 判＞

１９－１７ 内藤吉文・東 雅弘
三 重 １６－２４ 岐 阜

８０ ２５－２２ ８３
２０－２０

両チームともハーフコートマンツーマンで開始。両者スピードのあるプレーでラリーを繰り広げる
も３分過ぎから三重が⑥太田の３点シュート⑧桜井・⑫井ノ上のシュートでリズムをつかむ。１２－
６となったところで岐阜はタイムアウト。落ち着きを取り戻した岐阜は１２－１２の同点に並ぶ。三
重は残り２分でメンバーを大きく替え⑪二井の得点で１９－１７と三重リードで第１ピリオド終了。
第２ピリオド、互いにメンバーを交換しながらも一進一退の攻防が続く。残り４分。岐阜は⑮安井の
シュート⑦櫻川の３点シュートで２５－３６と岐阜がリード。三重はタイムアウトをとり反撃、⑥太
田のドライブ、⑪二井のジャンプシュート、⑬掛田の３点シュートで差を詰め、結局３５－４１で岐
阜６点のリードで前半を終える。
後半立ち上がり、三重は⑥太田・⑩浅野の連続３点シュートで４０－４３と詰め寄るがゴール下で

のファールが続き、流れに乗り切れない。残り５分、三重はディフェンスを２－１－２ゾーンに替え
るが、点差は変わらず６０－６３岐阜リードのまま第３ピリオドを終える。第４ピリオド、三重は開
始２分で⑧桜井・⑫井ノ上がファールアウト。岐阜への流れは変わらない。三重はディフェンスをオ
ールコートマンツーマンに替えリズムを取り戻そうとするが、岐阜も⑩鎌田が着実に加点しリードを
守る。８０－８１の岐阜リードで向かえた残り３秒で三重はファールゲームに。３点差から放った⑥
太田の３点シュートも届かず。８０－８３で岐阜が接戦をものにした。（伊佐山清実）

＜審 判＞
２５－１３ 山本 登・大江裕之

愛 知 １６－１４ 静 岡
７４ １９－１８ ６０

１４－１５

両チームマンツーマンディフェンスでスタート。愛知は開始直後から⑨千葉の３点シュート、⑦栗
原が連続得点をあげるなどして１０－４とリード。リズムをつかむ。静岡も⑩内山のシュートで反撃
するが、愛知⑬服部のポストプレーを止められず、攻撃も愛知の高さに苦しみ得点が伸びない。２５
－１３の愛知リードで第１ピリオド終了。第２ピリオド、静岡はオールコートのマンツーマンで高さ
の愛知に対抗する。愛知は８秒バイオレーションなどのミスを犯すが、⑦栗原・⑬服部が確実に得点
を重ね差を縮めることをさせない。４１－２７と１４点で愛知のリード。
第３ピリオド、静岡はディフェンスをハーフコート、オールコートと変化をつけ、幾度も選手を交

替し流れを変えようとするが点差は変わらず６０－４５と愛知リードのまま第４ピリオドへ。静岡は
⑩内山の連続３点シュートなどで一時６８－５７と詰め寄るが、⑦栗原・⑬服部の高さに苦しめられ
る。最後まで激しいディフェンスで追いすがるも届かず。７４－６０で愛知が高さを活かして勝利し
た。（奥田亜紀子）

代表決定戦
＜審 判＞

１３－２０ 鈴木弘美・小塩達夫
岐 阜 １７－２５ 愛 知

６５ １４－２２ ８６
２１－１９

両チームマンツーマンディフェンスでスタート。第１ピリオド、愛知は⑦栗原・⑩門田のインサイ
ド攻撃を中心に攻める。一方岐阜は⑩鎌田の個人技を中心に対抗する。４分過ぎ愛知⑦栗原がゴール
下、３点シュートを連続で決め６－１１とリードすも、岐阜もねばり⑮安井の速攻、⑭服部のスチー
ルで１０－１１とくいさがる。しかし愛知は⑬服部のインサイドや⑦栗原の３点シュートで徐々にリ
ードを広げ１３－２０愛知リードで第１ピリオドを終わる。第２ピリオドに入っても愛知は⑦栗原の
３点シュートや⑮堀川の速攻⑬服部がゴール下と着実に得点を重ね１５－２９となったところで岐阜
はタイムアウト。その後岐阜も⑩鎌田の活躍で盛り返すも、愛知は⑨千葉・⑫本山のシュートなどで
追い上げを許さず３０－４５で前半を終える。
後半に入っても愛知は⑦栗原・⑪水木・⑬服部 を中心にオフェンスを組み立てる。一方岐阜はデ

ィフェンスで頑張り、⑮安井のスチールなどで得点を加えるが３６－５７と差は広がるばかり。残り
２分でディフェンスをオールコートに変え流れを変えようとするが、愛知は落ち着いたゲームコント
ロールで４４－６７で打３ピリオドが終わる。最終ピリオド、岐阜はメンバーチェンジで愛知の勢い
を止めようとするが、愛知の高さを跳ね返すことはできず逆に愛知はメンバー全員を出す余裕をみせ、
結局６５－８６で愛知が勝利し、本大会出場を決めた。（杉 知幸）



成 年 男 子
＜審 判＞

２３－１７ 小塩 達夫・小牧 秀則
愛 知 １８－２２ 三 重

８８ ２４－１９ ７５
２３－１７

両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。三重が⑧新實のドライブインや
⑨山崎のセンタープレーで得点を重ねるのに対し愛知は⑤阿部が３本もの３点シュートや⑥地濃のシ
ュートで対抗。２３－１７の愛知リードで第１ピリオドを終える。第２ピリオドの出だし、愛知は⑦
小林のゴール下でのシュートや速攻などで連続得点でリズムをつかみ２９－１９と点差を１０点にま
で広げる。三重は⑨山崎のミドルシュートで何とかついて行く。残り３分から三重は⑧新實・⑪森嶋
の連続３点シュートが決まり３５－３４と１点差に詰め寄る。結局前半は４１－３９と愛知のリード
で終了。
第３ピリオド愛知が⑦小林のインサイドプレイで得点をするのに対し、三重は⑬宮崎の３点シュー

トなどの連続得点で追いすがるがでファウルトラブルから流れをつかむことができず、６５－５８と
愛知のリードが広がる。第４ピリオドの出だし、三重は⑧山崎・⑬宮崎のアウトサイドからの連続得
点で６９－６５と４点差まで詰め寄るが、⑧山崎・⑭井上が４つめのファウルを犯し三重のペースが
長く続かない。残り３分となったところで⑧山崎がファウルアウトとなり、７４－６５と愛知のリー
ドが再び広がる。三重はファウルゲームを仕掛けるが愛知はフリースローを確実に決め、８８－７５
で愛知が勝利した。
（藤原 太）

＜審 判＞
２３－２１ 長谷川 修・桜井 則之

岐 阜 １４－１１ 静 岡
８０ ２４－ ６ ６３

１９－２５

第１ピリオド、岐阜が⑦三浦のポストプレーや④田中の３点シュートで得点をのばすが静岡も⑧一
杉のドライブや⑬江嶌が３点シュートを決めるなど一進一退の状況となる。互いに譲らず、２３－２
１で終了。第２ピリオドになっても静岡が⑭羽柴の３点シュートを決めれば岐阜は⑬犬飼・⑦三浦の
ゴール下での頑張などで反撃。その後両チームともスターティングメンバーを交代させたこともあり、
どちらも決定力に欠け得点が動かない。残り３分、２８－２９静岡リードの場面から両チームともメ
ンバーを戻しゲームが動き始める。岐阜が⑨宮ノ腰の３点シュート・④田中のシュートと連続得点を
あげるが、静岡はフリースローを決めることができず３７－３２と岐阜のリードがやや広がって第２
ピリオドを終了する。
第３ピリオド、静岡は岐阜の④田中・⑨宮ノ腰へのディフェンスを強めリズムを止めようと試みる

が、逆にファウルが多くなり追いつくことができない。５分過ぎ岐阜がディフェンスをハーフコート
でのゾーンプレス気味に変え、積極的にボールを奪うことからオフェンスのリズムができ、⑨宮ノ腰
・⑩矢野の３点シュートで得点。一気にリードを広げ、６１－３８とする。第４ピリオドになると落
ち着きを取り戻した静岡は⑦内山が３点シュートを２本決め、ディフェンスをオールコートに変える。
岐阜のシュートミスから速攻が出てじわじわと詰め寄る静岡は、４分過ぎには点差を１３点にまで縮
める。しかし岐阜は⑩矢野が落ち着いたゲームコントロールをし、⑦三浦がインサイドで確実に得点。
リードを守り８０－６３で岐阜が勝利をものにした。（飯島和歌代）

代表決定戦
＜審 判＞

１８－２５ 内藤吉文・松野瑞穂
愛 知 １３－１９ 岐 阜

６７ １７－２４ ８５
１９－１７

第１ピリオド、両チームハーフコートのマンツーマンディフェンスで始まる。岐阜は⑬犬飼のリバ
ウンド、スティールから次々と速攻を出し、一気に加点。２－７とゲームの主導権をにぎる。愛知は
タイムアウトをとり岐阜への流れをストップさせたかったがその後もシュートが決まらず苦しい展開
となる。残り３分、ようやく落ち着きを取り戻した愛知が反撃。⑥地濃・⑤阿部の３点シュートで１
８－２１と３点差まで追い上げる。岐阜も堅い守りから着実にディフェンスリバウンドを支配し、１
８－２５と岐阜のリードで第１ピリオドを終える。第２ピリオドも岐阜ペースで試合が進むが、両チ
ームともイージーミスが目立ち得点が伸び悩む。その中からでも岐阜は⑩矢野のドライブ⑮中野リバ
ウンドシュート、⑦三浦の３点シュートと連続得点をあげ２３－３６と１３点の差がつく。愛知は再
びタイムアウトをとりその後は互角の戦いとなる。３１－４４と岐阜リードのまま前半を終える。
後半も前半同様、岐阜の速攻が立て続けに決まる。さらに⑤梶本のシュート⑩矢野の３点シュート

と突き放しにかかる。愛知も⑥地濃のポストプレイ、⑭大原のドライブとシュートを狙いにいくがシ
ュートが外れこぼれ球を支配した岐阜がさらに点差を広げ、４８－６８と２０点差までリードを広げ
る。最終ピリオド、愛知は最後の粘りを見せボールマンに対しプレッシャーをかけ、攻めては⑬足立
・⑭大原と果敢にシュートを狙うが今ひとつ決めることができない。終盤⑬足立・⑪竹田と連続で３
点シュートを決めるが、岐阜も⑨宮ノ腰が要所で７シュートを決め差を縮めさせない。終始リバウン
ドを支配し、走り続けた岐阜が６７－８５で勝利を収め、愛知の３種別独占に歯止めをかけた。
（加藤友理）


